
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃からお子様の健康管理にご協力いただき誠にありがとうございます。 

さて、先日、国において１月２７日に新型コロナウイルス感染症対策本部が開催され、「新型コロ

ナウイルス感染症対策の基本的対処方針」が変更されるとともに、新型コロナの感染症法の位置

付けの変更等に関する対応方針が示され、北九州市教育委員会学校保健課 新型コロナウイルス

感染症対策本部事務局より通知がありましたのでお知らせします。 

なお、現段階での基本的対処方針の変更に伴う学校教育に関する感染症対策の変更等はあり

ません。 

 

① 新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（令和５年１月２７日変更）より 

◎ 学校関連分 変更なし（P50 ５）学校の取扱い参照） 

（参照 URL）新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（令和５年１月２７日変更）  

https://corona.go.jp/expert-meeting/pdf/kihon_r_20230127.pdf  

基本的対処方針新旧対照表 

https://corona.go.jp/expert-meeting/pdf/kihon_h_taishou_20230127.pdf 

② 新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けに関する対応方針より 

【感染症法の位置づけ】 

〇 ５月８日から新型コロナウイルス感染症について、５類感染症に位置付ける。 

〇 変更前に改めて、厚生科学審議会感染症部会の意見を聴取し、変更を行うか最終確認した

上で実施する。 

【位置づけの変更に伴う政策・措置の見直し】 

〇 これまで講じてきた各種の政策・措置について見直しを行う。 

【基本的な感染対策】 

〇 マスクについては、現在の取扱いを改め、行政が一律にルールとして求めるのではなく、個 

人の主体的な選択を尊重し、着用は個人の判断に委ねることを基本として検討する。マスクの

取扱いの検討に関しては、今後早期に見直しの時期も含めその結果を示す。その際、子どもに

関して発育・発達の妨げにならないよう配慮が必要であるとの指摘があることに留意する。 

〇 引き続き、効果的な換気や手洗いなどの手指衛生の励行をお願いする。 

〇 感染が大きく拡大している場合には、一時的に場面に応じた適切なマスク着用を呼びかける

など、より強い感染対策を求めることがあり得る。 

③ 参考資料 

「新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けに関する対応方針について」 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/th_siryou/kihon_r2_050127.pdf 

【問合せ先】 

〇 北九州市教育委員会学校保健課 新型コロナウイルス感染症対策本部事務局 

 

 

 

車いすテニスプレーヤーとして、の四大大会とパラリンピックで優勝する「生涯ゴールデンスラム」

を達成し、先月、現役引退を表明した国枝慎吾さん。先日、東京都内で記者会見を開きました。「ウ

ィンブルドンの優勝が決まったあとに、「十分やりきった」というのが口癖のように出るようになった」

などと、引退のきっかけを明かしてくれました。そして、「最高のテニス人生を送れた」と笑顔で現役

生活を振り返ってくれました。 

国枝慎吾さんのインタビューで、みなさんにぜひ伝えたい内容があるので掲載します。時間があ

る時に読んでみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州市立尾倉中学校 学校通信 第 297号 
 
 
 
 
 
 

令和５年２月９日（木）発行 
校長 栗 原 博 巳 

北九州市八幡東区尾倉三丁目１０番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/ogura-j/ 

＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

「新型コロナウイルス感染症対策の基本的処方針」変更等について 
常に自分に中の課題を見続けてきた～車いすテニス国枝慎吾さん引退～ 

Q：２００６年に世界トップになって以降、車いすテニスのレベルはどうあがりましたか。 

A：これはやっぱりどのスポーツにもいえることかなとは思いますけど、年々スポーツのレベルって

上がっていきますよね。 

僕自身も、今現在の自分の状態でプロ転向した２００９年の自分と戦っても、間違いなく勝てるだ

ろうなと思えるぐらい、この車いすテニスのレベルというのは年々上がってきていますし、今でも

なお、成長中だとは思います。 

難しさ、「俺は最強だ」と言って世界１位を２００６年から続けてきて、何が難しかったかなって思

うと、２位とか３位の時っていうのは、１位の人の背中を見て、その１位の選手に勝つために自分自

身をどうしていけばいいのかというのが、組み立てていくわけです。しかし、１位になった瞬間に誰

の背中も見えなくなってしまうということがやっぱり難しさとしてあって。 

でも、スポーツのレベルというのは上がっていくわけで、自分自身が現状維持のままだと、相対

的には衰退しているという状態になってしまうので、１位の状態でもなおかつ自分の中で課題を見

つけて、いかに成長していくかというところが、難しさでもあり面白さでもあったかなというとこ

ろで。 

そういう意味ではこうして 2００６年から今年の２０２３年までですね、長いこと１位を続けられた

という理由は、その現状に満足せずに、常に自分の中の課題を見つけ続けてきたというところの難

しさにチャレンジしてきたことが 1つ、要因としては挙げられるかなと思います。 


